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平成 20年 5月 1日 第 43号 

 ＮＰＯ法人子育てコラボひまわり 
 

 

すべての地域の子どもたちを視野に入れ、「共育ち」子育てを土台に、児童福祉法の理念と子ど

もの権利条約に基づき事業を行うことで、子育てが楽しいと感じられるような子育て家庭への支援

を行い、地域社会全体の健全な子育て力の向上と増進をめざすことを目的に「NPO法人子育てコラボ

ひまわり」は設立されました。 

 

ひまわり共同保育園 西東京市田無町 4-11-2  
TEL& FAX 042-465-1065 
ホームページ http://himawari-hoikuen.org/default.aspx 
   

仲間がいるって楽しいよ！ 
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ひまわり共同保育園 
 

子育てコラボひまわりの主な事業は「ひまわり共同保育園（以下ひまわり）」の 

運営。ひまわりは働き続けたい親のために保育園に入れない子ども（待機児童） 

の保育をする場として昭和 44年にスタート。時代の流れとともに行政の考え方も 
変化し保育への企業参入が当たり前になってきているが、保護者からは、ひまわ 

りがずっと大切にしてきた「共育ち」、子どもを真ん中におとなたちが手をつな 

ぎ子育てを通して育ち合うことのできる保育園こそ必要とされていると感じNPO 

法人を設立。 

「子育ては、保育園と家庭どちらも同じであるべきです。そのためにはまず、保護者との信頼関係を築くこと

が一番大切。大人たちの信頼関係が出来ると、子どもが安心できるのです。お互い違った環境で育った人達が集

まり子育てしているのですから、お互いの違いを認め合いながら良い方法を一緒に考えていくようにしています。 

子どもの接し方のわからない親がいても、その“わからない”を理解すると対応の 

仕方がわかり、アドバイスもしやすくなります。親だけで子どもを育てることは出 

来ないと思います。相談できる相手や一緒に考えてくれる仲間は重要だと思います。 

ちょっとしたことを聞きあえる関係を、ひまわりの中だけでなく、地域の中にも広 

げたい。“子育て仲間がいるってとっても楽しいよ！”と伝えていきたい。」と施設 

長の小牧さん。そんな仲間をつくるきっかけになるよう、ひまわりのバザーや学習 

会などへの協力を保護者に依頼している。準備など大変なこともあるが、交流や情 

報交換の場として定着している。ひまわりでは食事にも力を入れている。訪問した

時に、子どもたちが笑顔でおいしいといいながら食べていた食事は、アレルギーのある子にも対応している。ひ

まわりに通えるのは 3歳未満だが、近年アレルギーを持つ子どもは増える一方、アレルギー食対応が出来る保育

園が少ないため、受け入れ先がなく困るケースも出てきた。この問題を解決するために、現在、就学前までの受

け入れが出来るように準備中。そのための資金集めとして、マックスバリュ（イオングループ）が行っている黄

色いレシートキャンペーン（集まったレシート金額によって地域の団体へ助成するキャンペーン。ぼらんてぃあ

倶楽部34号参照）にも参加している。 

地域の人がどのように活動を支援したらいいかとの質問に「人見知りの激しい年齢の子どもたちなので、直接

的なボランティアは難しいですが、子どもたちが公園に散歩に行った時に、遠くのベンチでのんびりしながら見

守りをしていただいたり、子どもたちが登園する前にお部屋の 

掃除などしていただける地域の方がいらっしゃるといいなと思 

っています」と小牧さん。特別に何かをしなくても、日頃の生 

活の中でできる活動支援もある。関心を持つことが支援の始ま 

りなのかもしれない。 

 
トマトリゾットとスープ 

 
手作りおもちゃ 

 
施設長の小牧さん 

ここでは先生と呼ばない 
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西東京ボランティア・市民活動センターでは、

ブログで助成金情報やイベント情報などをお知

らせしています。イベントなどの情報をお寄せ

ください。http://www.nishitokyo-vol.jp/ 
 

掲載情報募集中!! 

Shall We えがおでぼらんてぃあ 

～気づこう築こうあなたと私ができること～ 

3 月 8 日(土)13:00 からボランティアのつどい(以下つど
い)“Shall We えがおでぼらんてぃあ～気づこう築こうあ
なたと私ができること～が開催されました。  
講演会では“ボランティア活動って何？ボランティア活

動ってなぜ必要なの？ボランティ 
ア活動の魅力とは？”というテー 
マでお話していただきました。30 
分と短い時間にもかかわらずとて 
も分かりやすかったと好評でした。 
講演の次はシンポジウムです。シ 
ンポジストは年齢も活動内容も様々、経験にいたっては 50
年のベテランとまだ 1年に満たない初心者という 3人でし 

たが、3人が共通して話してくれた 
のは、活動の楽しさ、そして自然 
体でいることの大切さでした。“身 
近な人の活動を知ることで、自分 
の活動に自信が持てた”と参加者 
から感想をいただきました。 

最後はお待ちかね（？）のパーティです。お菓子を囲ん

で、交流しました。“おいしいね”のひと言から会話が始ま

り、和やかに時間は過ぎていきまし 
た。最後は“幸せなら手をたたこう” 
をみんなで歌い踊り終了しました。 
参加者の中には、活動場所が見つ 
かった方、活動仲間が見つかったグ 
ループ、西東京ボランティア・市民活動センターに登録し、

活動を始めた方もいらっしゃいました。 

入れ歯回収ボックスについて 
～広報西東京 4/15号の内容訂正～ 

 

2008 年度 こんなことに取り組みます 

西東京ボランティア・市民活動センターは「つな

げる・いかす・うみだす」の 3 つの取り組みを通じ
て、すべての人々がもつ自らの可能性を現実のもの

にできるような地域社会を目指しています。それに

加え 2008年度は下記事業を重点的に取り組みます。 

① さまざまな人や団体とネットワークを作ります 
市民活動団体、企業、ボランティアコーディネー

ター等の懇談会を開催します 
② 住民同士の関係づくりを進めます 
コミュニティを見直し、地域課題 
を解決できる組織作りに取り組みます 

 

ご不要になった金属がついている入れ歯をご提供

いただき、換金したお金を日本ユニセフ

協会を通じて世界の子どもたちへの支

援に、また西東京の福祉に役立てるもの 
です。この「入れ歯回収ボックス」が田

無総合福祉センター3 階エレベーター前
に設置されました。 

① 汚れを落とし熱湯か除菌タイプの入れ歯洗浄 
剤で消毒 

② チラシなどの厚手の紙に包む 
③ ボックス前設置のビニール袋にいれる 
④ ボックス前設置の「入れ歯寄付お名前票」 

を記入の上、同封Ƃボックスに投函 

なお、使わなくなった貴金属（宝飾品） 
も回収しています。ご協力よろしくお 
願いいたします。 

問合せ 西東京ボランティア・市民活動センター 
TEL 042-466-3070 

※4月 15日号の市報で、「投函できる日時」の表記
に誤りがありました。正しくは 9:00～21:00までの
毎日（ただし、第 2･4日曜日、祝日、年末年始は除
く）です。お詫びして訂正いたします。 
 

 

 
エンディングの様子 

 
会話が弾みました 

 
シンポジウム 

 

 
ボランティアのつどいはボランティア活動を広めること、

ボランティア同士が知り合うことを目的に、実行委員会で企

画します。今年はボランティア活動の楽しさや課題など皆さ

んの思いを発表していただくイベントを企画していただきた

いと思います。委員会は月 1回程度。「企画に参加したい」「み
んなと何かをしたい」と思っている方はぜひ実行委員会にご

参加ください。 
開催日 5月 21日(水)19:00～21:00 
場 所 西東京ボランティア・市民活動センター第 3会議室 
    （西東京市田無町 5-5-12 田無総合福祉センター4階） 
問合せ 西東京ボランティア・市民活動センター 
    TEL 042-466-3070 

実行委員大募集 




